
１．安⼼して妊娠・出産・⼦育て・介護をしたい
○妊娠期から⼦育て期にわたるまでの⽀援について、ワンストップ拠点（⼦育て世代包括⽀援センター）を⽴ち上げ、切れ
⽬のない⽀援を実施（１４５市町村（予定））。<厚⽣労働省>
【平成26年度予算：12億円の内数、平成26年度補正予算：2.5億円、平成27年度予算：153億円の内数】

○すべての⼦ども・⼦育て家庭を対象に、幼児教育・保育・地域の⼦ども・⼦育て⽀援の質・量を充実させるため、⼦ど
も・⼦育て⽀援新制度を施⾏。<内閣府、⽂部科学省、厚⽣労働省>
【平成26年度予算：1,043億円（※保育緊急確保事業の額）、平成27年度予算：7,175億円】

○結婚・⼦育て資⾦の⼀括贈与に係る贈与税の⾮課税措置を創設。＜内閣府＞
○平成25年度及び26年度の２か年で整備⽬標どおり約20万⼈分の保育の受け⽫を確保⾒込み。＜内閣府、厚⽣労働省＞

【平成26年度予算：6,929億円、平成26年度補正予算：120億円、平成27年度予算：7,023億円】
○数値⽬標と期限を明⽰して保育⼠確保を進める「保育⼠確保プラン」を策定。<厚⽣労働省>
○先駆的な地域の実情に即した結婚・妊娠・出産・育児の各段階に対応した切れ⽬ない⽀援を実施。 <内閣府>

【平成25年度補正予算：30.1億円、平成26年度補正予算：30.1億円】

２．職場で活躍したい
○若者の適職選択及び職業能⼒の開発・向上に関する措置等を総合的に講ずる若者雇⽤促進法案を本年の通常国会に提出。
＜厚⽣労働省＞
○これまで⼥性の活躍が少なかった分野（建設業、造船業、運輸業等）で、表彰、普及啓発を⾏う等⼥性が働きやすい職場
作りに向けた取組を推進。<国⼟交通省>
【平成26年度予算：０億円、平成27年度予算：0.6億円（その他0.8億円の内数）】

○⾮正規雇⽤で働く⼥性の処遇改善を進めるための「働く⼥性の処遇改善プラン」を本年１⽉にとりまとめ。＜厚⽣労働省＞
○⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律案を本年の通常国会に再提出。<内閣官房、厚⽣労働省>
○有価証券報告書において役員の男⼥別⼈数と⼥性⽐率の記載を義務付ける内閣府令を昨年10⽉に公布、本年３⽉に施⾏。
<⾦融庁>

「すべての⼥性が輝く政策パッケージ」の主な実施状況について
平成27年６月26日 内閣官房すべての女性が輝く社会づくり推進室
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３．地域で活躍したい、起業したい
○家事・⼦育てなどの経験を活かしてチャレンジする⼥性を応援する「⼥性のチャレンジ応援プラン」を本年１⽉に策定。
<内閣官房、内閣府>

○起業に意欲のある⼥性を対象に、低利融資を実施。また、融資額300万円以内であれば、雇⽤の創出や経験を問わず、
原則として無担保・無保証融資の対象とする特例を創設。＜財務省、厚⽣労働省、経済産業省＞
【平成26年度予算：321億円の内数、平成26年度補正予算：208億円の内数、平成27年度予算：333億円の内数】

○地域での創業を促進するため、⼥性起業家コースを始めとした創業スクールを全国222機関・282コースで実施。
＜経済産業省＞
【平成26年度予算：7.5億円、平成27年度予算：4.4億円】

４．健康で安定した⽣活をしたい
○「⼥性健康⽀援センター」を全国56箇所に設置。取組事例集を作成し、各⾃治体に情報提供。＜厚⽣労働省＞

【平成26年度予算：12億円の内数、平成27年度予算：153億円の内数】
○⼥性にとって快適・安全なトイレ環境の実現など、暮らしの質の向上の⽅策を検討するため、検討会を昨年11⽉に⽴ち
上げ。本年５⽉に提⾔をとりまとめ。＜内閣官房＞

５．安全・安⼼な暮らしをしたい
○ストーカー総合対策を検討する関係省庁会議を昨年12⽉に⽴ち上げ。本年３⽉に総合対策を策定。
＜内閣府、警察庁＞

○相談窓⼝の利⽤促進等、性犯罪被害者の⽀援のための、広報啓発活動を推進。＜内閣府、警察庁＞
【平成26年度予算：0.9億円（その他0.7億円の内数）、平成27年度予算：1.5億円（その他0.8億円の内数）】

６．⼈や情報とつながりたい
○⼥性のライフステージや多様な⽣き⽅・働き⽅に対応する⽀援に関する様々な情報を⼀元的に提供するための総合的な
情報プラットフォームについて、本年３⽉末にサイトを開設。＜内閣府＞
【平成26年度予算：３百万円、平成27年度予算：0.1億円】

※事業費が計上されているものについては、その額を付記している。（なお、各施策の関連予算には相互に重複する事業が含まれることがある。）
※平成27年５月末における実施状況。

平成27年度予算額：0.9兆円（平成26年度予算額：0.8兆円）
（各府省庁において事業費の内数として計上した関係予算額は含まない。）

<参考>


